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第 2 回 定 例 会 （令和６年６月４日から６月 20日まで）

　第2回定例会（６月定例会）は、令和6年6月4日に開会され、会期を6月20日までの17日間と決定し、
19 日に議了し閉会しました。
　初日は、専決処分 2件、人事案件 2件、その他 1件を審議し、承認、同意、可決しました。その後、
3議案を一括上程し、各常任委員会へ付託しました。
　19 日には各常任委員長の報告の後、付託された案件と追加議案を含め、条例改正２件、補正予算２
件、その他１件の５件を審議し、可決しました。
　一般質問では 5人の議員が通告に基づき、それぞれ町政に対する質問、提言を行いました。

第125号

発　議

議　案

〇�防災・減災、国土強靱化対策の拡充を求める意
見書（案）について・・・可決

〇専決処分（御浜町町税条例の一部改正）・・・
　承認
〇�専決処分（御浜町国民健康保険税条例の一部
改正）・・・承認
〇御浜町固定資産評価審査委員会委員の選任
　・・・立嶋　慶太氏（神木）の選任に同意
〇御浜町教育委員会の教育長の任命
　・・・辻本　誠一氏（阿田和）の任命に同意
〇�塵芥収集車による接触事故に係る和解及び損
害賠償の額・・・可決
〇�御浜町行政手続きにおける特定の個人を識別
するための番号の利用等に関する法律に基づ
く個人番号の利用に関する条例の一部改正
　・・・可決
〇御浜町給食センター設置条例の一部改正
　・・・可決
〇�令和６年度御浜町国民健康保険特別会計補正
予算（第１号）・・・可決
　 歳入歳出予算の総額 12 億 1,865 万 7 千円
〇令和６年度御浜町一般会計補正予算（第１号）
　・・・可決
　 歳入歳出予算の総額 62 億 1,776 万 5 千円

令和６年５月23日
　協議事項
　１．第２回定例会について
　①定例会等の日程及び上程議案の審議日程等の協議

議会運営委員会

その他の活動

全 員 協 議 会
令和６年５月28日
　説明事項
　①�御浜町行政手続きにおける特定の個人を識別
するための番号の利用等に関する法律に基づ
く個人番号の利用に関する条例の一部を改正
する条例について

　②�塵芥収集車による接触事故に係る和解及び損
害賠償の額を定めることについて

　報告事項
　①�第 6 次御浜町総合計画後期基本計画策定に係
る進捗状況について

　②�少子化を見据えた学校規模の適正化・適正配
置について

令和６年６月18日
　説明事項
　①�定額減税しきれないと見込まれる方への給付
金について
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　今回、御浜町地域活性化調査研究特別委員会（髙岡
　洋委員長）主催で、５月 18日（土）、19日（日）に
町内６会場で、「地域の皆さんと議会との懇談会」を
開催したところ、のべ 69名の住民の皆さまにご参加
いただき誠にありがとうございました。住民の皆さま
から頂戴したご意見等については、改めてご報告申し
上げます。
　なお、議会宛にご質問のありました意見、提案につ
いては、以下のとおりご回答させていただきます。

（１）議会傍聴時の託児所などの設置要望について
　�　議会を傍聴する際、子どもの同伴ができないこと
から、託児所を設けるなど、子どもがいても傍聴で
きる仕組みを検討して欲しい。

（回答）�　令和６年６月議会より託児所が必要な方につ
いては、ホームページや防災行政無線を通して
告知しています。

（２）子育て世帯の保護者との懇談会について
　�　子育てしている母親については、週末や夜間実施
の懇談会は、参加に支障をきたすことから、今後、
日中や平日の開催を検討して欲しい。

（回答）�　今後、各種団体との懇談会を含めて前向きに
検討していきたい。

令和６年６月12日
　審査事件
　１．付託された２件の議案の審査
　　�担当課から補足説明を受けた後、質疑を行い、
審査の最後に討論・採決を行いました。

令和６年６月４日
　報告事項
　１．�全員協議会での協議・説明・報告事項等の議会

からの要望について
　２．�議会等での質問について
　３．�町長の専決処分事項の指定について
　４．�熊野・南郡正副議長会の令和６年度の取組につ

いて

令和６年６月４日
　協議事項
　１．�地域の皆さんと議会との懇談会について

教育民生常任委員会

議 員 協 議 会

御浜町地域活性化調査研究特別委員会

「地域の皆さんと議会との懇談会について」

総務産業常任委員会
令和６年６月11日
　審査事件
　１．付託された１件の議案の審査
　　�担当課から補足説明を受けた後、質疑を行い、
審査の最後に採決を行いました。

１．世古　正 議 員
①子供医療費の窓口無料化について
②ＰＦＡＳ問題について（有機フッ素化合物）
③保育所移転計画について

３．髙岡　洋 議 員
①「みかん産地再生」で持続可能な町づくりを
②�観光産業に取り組んで６年御浜町は何がどう
変わったか

５．宇城公子 議 員
①子育て支援について

２．池上勝生 議 員
①稲作農業の体質強化について
②町施策等に係る積極的な情報提供について
③外来魚対策について

４．南　州計 議 員
①町有地の利活用について
②これからの農業振興について

令和６年　第２回御浜町議会定例会　一般質問通告書（通告順）
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御
浜
町
も
十
八
歳
ま
で
の
医
療
費
窓
口
の
無
料
化
を

質
問　

県
下
過
半
数
以
上
の

自
治
体
は
す
で
に
窓
口
無
料
化

及
び
年
度
内
実
施
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

市
町
に
よ
っ
て
は
十
五
歳
ま

で
と
十
八
歳
ま
で
と
か
の
違
い

は
あ
る
が
、
前
向
き
な
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
る
。
紀
宝
町
、

紀
北
町
で
も
年
度
内
実
施
に
向

け
て
動
い
て
い
る
。

　

若
い
世
代
と
子
ど
も
た
ち
の

健
康
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

御
浜
町
も
窓
口
無
料
化
の
実
施

を
早
急
に
実
現
す
べ
き
だ
と
考

え
る
が
、
答
弁
を
求
め
る
。

答
弁　

す
で
に
六
歳
ま
で
の

窓
口
無
料
化
は
国
の
制
度
と
し

て
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以

上
の
十
八
歳
ま
で
の
窓
口
無
料

化
は
御
浜
町
と
し
て
は
、
来
年

九
月
実
施
を
目
指
し
取
り
組
ん

で
い
く
。

質
問　

全
国
的
に
も
ピ
ー

フ
ァ
ス
問
題
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

人
工
的
に
作
ら
れ
た
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
で
あ
り
、
環
境

や
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
が
懸
念

さ
れ
て
お
り
、
全
国
的
な
調
査

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
は
自
然
界
で

は
分
解
さ
れ
に
く
く
、
水
に
溶

け
や
す
く
、
蓄
積
さ
れ
や
す
い

と
い
う
特
性
を
持
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
が
食
物
連
鎖
を
通
じ

て
体
内
蓄
積
す
れ
ば
発
が
ん

性
、
免
疫
系
な
ど
の
影
響
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。

　

世
界
保
健
機
構
を
含
め
専
門

機
関
か
ら
危
険
性
の
指
摘
が
さ

れ
て
い
る
以
上
、
御
浜
町
と
し

て
も
井
戸
水
・
水
道
水
・
町
内

三
河
川
の
安
全
性
の
検
査
を
早

急
に
実
施
す
る
べ
き
で
は
な
い

の
か
？

答
弁　

人
工
的
に
作
ら
れ
た
有

機
フ
ッ
素
化
合
物
で
あ
り
、
人

体
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

は
、
自
然
界
へ
の
排
出
が
続
け

ば
地
球
規
模
で
蓄
積
さ
れ
、
健

康
や
動
植
物
の
生
育
に
も
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。　

　

町
内
公
共
水
道
水
に
つ
い
て

は
、
本
年
五
月
に
ピ
ー
フ
ァ
ス

の
検
査
を
行
い
検
出
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

今
後
も
定
期
的
に
検
査
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
三
河
川
の

う
ち
尾
呂
志
川
に
つ
い
て
は
、

県
が
検
査
を
今
後
も
行
う
と
の

こ
と
で
す
。

　

県
は
市
木
川
・
志
原
川
は
検

査
の
対
象
に
し
て
い
な
い
。

質
問　

県
が
や
ら
な
い
の
で

あ
れ
ば
町
が
責
任
を
も
っ
て
二

河
川
の
調
査
し
、
検
査
結
果
、

等
も
積
極
的
に
町
民
に
公
開
し

安
心
・
安
全
を
保
障
す
る
の
が

町
の
務
め
で
は
な
い
の
か
？

答
弁　

設
計
の
段
階
で
な
る
べ

く
送
電
線
の
下
に
園
舎
が
来
る

こ
と
を
避
け
る
な
ど
の
工
夫
を

し
た
い
。
ま
た
、
電
磁
波
・
電

磁
界
に
つ
い
て
第
三
者
機
関
に

よ
る
調
査
検
討
を
し
た
い
。

（
予
定
地
の
鉄
塔
状
況
）

県
下
十
七
自
治
体
で
窓
口

無
料
化
が
年
度
内
に
実
現

ピ
ー
フ
ァ
ス
問
題

(

有
機
フ
ッ
素
化
合
物)

世古　正 議員

質
問　

保
育
所
移
転
先
は
元
ゴ

ル
フ
場
跡
地
で
あ
り
敷
地
内
の

真
ん
中
に
高
圧
送
電
線
と
鉄
塔

が
立
っ
て
お
り
、
電
磁
波
に
対
す

る
子
ど
も
た
ち
の
健
康
被
害
を

心
配
す
る
保
護
者
の
声
は
も
っ

と
も
で
あ
る
。
町
は
関
係
者
に

ど
の
よ
う
な
説
明
と
、
町
と
し

て
の
対
策
、対
応
を
す
る
の
か
？

質
問　

移
転
に
関
す
る
関
係

者
の
理
解
は
得
て
い
る
の
か
？

答
弁　

こ
れ
ま
で
に
移
転
に

関
す
る
懇
談
会
を
開
催
し
保
護

者
や
地
元
住
民
の
意
見
を
聞
く

な
ど
の
機
会
を
設
け
て
き
た
。

　

現
在
、
町
は
移
転
に
関
す
る

基
本
設
計
・
実
施
設
計
に
向
け

て
準
備
を
し
て
い
る
。

保
育
所
移
転
先

の
電
磁
波
問
題

阿
田
和
保
育
所

移
転
問
題

一 般 質 問
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一 般 質 問
質
問　

㈠　

稲
作
農
業
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
、
補
助
、

支
援
等
を
講
じ
て
い
る
の
か

答
弁　

農
村
の
環
境
保
全
や

良
好
な
景
観
の
形
成
な
ど
の
多

面
的
機
能
の
維
持
に
向
け
、
減

少
す
る
担
い
手
農
家
の
負
担
軽

減
を
目
的
に
、
国
の
「
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
」
や
稲
作
用

機
械
や
施
設
の
導
入
の
た
め
の

「
農
地
利
用
効
率
化
支
援
交
付

金
」
の
交
付
事
務
を
実
施
し
て

お
り
、
大
規
模
経
営
を
さ
れ
て

い
る
農
家
の
方
が
利
用
し
て
い

ま
す
。

質
問　

㈡　

た
め
池
の
水
漏

れ（
井
の
谷
池
）や
水
路
の
老
朽

化（
黒
岩
池
）に
よ
り
水
田
が
維

持
で
き
ず
、
稲
作
を
断
念
し
た

ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
水
田
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い

る
の
か

答
弁　

当
町
で
は
、
小
規
模

土
地
改
良
事
業
補
助
金
制
度
が

あ
り
、
工
事
費
10
万
円
以
上

１
０
０
万
円
以
下
の
農
業
生
産

基
盤
施
設
整
備
に
対
し
、
町
予

算
の
範
囲
内
で
40
％
以
内
を
補

助
し
て
お
り
、
こ
の
制
度
を
有

効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
た

め
池
や
水
路
等
の
修
繕
を
行
っ

て
い
ま
す
。

質
問　

㈢　

高
齢
化
に
よ
る

担
い
手
不
足
が
柑
橘
同
様
に
深

刻
化
し
て
い
る
。
現
状
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

答
弁　

令
和
５
年
度
か
ら
、
現

在
あ
る
農
地
の
10
年
後
の
姿
を

明
ら
か
に
す
る
取
組
み
と
し
て
、

町
内
各
地
で
地
域
計
画
の
話
し

合
い
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

稲
作
農
業
に
つ
い
て
は
、
個

人
経
営
か
ら
法
人
化
を
目
指

し
、
農
地
を
集
約
化
し
て
い
く

と
い
っ
た
将
来
展
望
を
描
く
地

域
も
出
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
町
と
し
て
も
大
規
模
に

取
組
む
担
い
手
を
は
じ
め
、
地

域
の
農
家
の
方
々
を
中
心
に
法

人
化
や
生
産
基
盤
の
強
化
に
向

け
た
話
し
合
い
を
持
ち
な
が
ら
、

稲
作
農
家
を
守
っ
て
い
く
た
め

に
必
要
な
施
策
や
将
来
あ
る
べ

き
姿
を
探
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問　

㈠　

先
般
実
施
し
た

地
域
住
民
と
の
懇
談
会
に
お
い

て
、
町
の
施
策
が
住
民
に
伝

わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
と

れ
た
。
町
民
が
知
り
た
い
、
一

歩
踏
み
込
ん
だ
住
民
目
線
の
情

報
を
今
ま
で
以
上
に
提
供
す
る

必
要
が
あ
る
か
と
思
う
が
、
こ

の
点
に
つ
い
て
の
考
え
は

答
弁　

行
政
の
施
策
の
情
報
提

供
は
住
民
と
行
政
の
信
頼
関
係

を
築
き
、
効
果
的
な
施
策
運
営

を
行
う
上
で
重
要
な
こ
と
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。今
後
も
様
々

な
情
報
提
供
ツ
ー
ル
を
使
い
な

が
ら
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
情

報
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問　

㈡　
「
広
報
み
は
ま
」

に
つ
い
て
、
人
物
、
県
・
町
文

化
財
等
の
紹
介
な
ど
情
報
を
増

や
す
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
は

答
弁　

今
後
、「
広
報
み
は
ま
」

で
人
物
や
文
化
財
な
ど
の
紹
介

の
特
集
や
企
画
な
ど
多
く
の
方

が
興
味
を
示
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
記
事
提
供
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

質
問　

市
木
地
区
に
あ
る
砂

方
池
、
黒
岩
池
が
整
備
さ
れ
、

新
た
な
池
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
っ
た
。
外
来
魚
が
地
域
の
河

川
、
た
め
池
の
生
態
系
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
今
の
う
ち
に
外
来
魚
対
策

を
講
じ
て
お
く
必
要
が
あ
る
の

で
は

答
弁　
「
広
報
み
は
ま
」
や
町

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通

じ
て
注
意
喚
起
を
行
う
と
と
も

に
、
新
た
に
整
備
さ
れ
た
砂
方

池
や
黒
岩
池
を
含
め
た
た
め
池

な
ど
に
注
意
看
板
の
設
置
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

稲
作
は
、
日
本
の
歴
史
の
中
で
、
経
済
、

社
会
、
文
化
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
。

一
、
稲
作
農
業
の
体
質
強
化

　
に
つ
い
て

二
、
町
施
策
等
に
係
る
積
極

　
的
な
情
報
提
供
に
つ
い
て

三
、
外
来
魚
対
策
に
つ
い
て

池上　勝生 議員

（
水
漏
れ
の
井
の
谷
池
）

（
改
修
さ
れ
た
黒
岩
池
）
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一 般 質 問
質
問　

農
林
水
産
課
が
中
心

に
な
っ
て
、「
み
か
ん
や
っ
た

ら
え
え
や
ん
」
を
合
言
葉
に
新

規
就
農
者
・
担
い
手
確
保
に
取

組
ん
で
い
る
が
、
そ
の
実
績

は
？

答
弁　

令
和
５
年
度
に
お
い

て
は
、
12
組
12
人
、
今
年
度
７

月
時
点
で
町
外
や
地
元
を
含
め

６
名
の
新
規
就
農
者
の
研
修
受

け
入
れ
が
既
に
内
定
し
て
い
ま

す
。

　

毎
年
、
新
規
就
農
者
５
組
の

目
標
を
10
組
に
増
や
し
て
担
い

手
確
保
に
注
力
し
ま
す
。

質
問　

熊
野
市
で
は
「
オ
ー

ル
熊
野
フ
ェ
ス
タ
」、
紀
宝
町

で
は
「
紀
宝
み
な
と
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
盛
大
に
大
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。
御

浜
町
も
全
国
に
み
か
ん
の
町
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
町

民
や
産
地
が
元
気
に
な
る
よ
う

中
止
に
し
な
い
で
開
催
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
？

答
弁　
「
み
か
ん
祭
り
」
の
開

催
は
難
し
い
。

質
問　

観
光
産
業
に
取
組
ん

で
６
年
「
人
の
減
ら
な
い
町
」

の
実
現
を
目
指
し
て
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
挑
戦
し
、
生
活
を

支
え
る
経
済
的
基
盤
と
な
る
と

し
て
、
観
光
に
、
そ
の
可
能
性

を
見
い
だ
し
ま
し
た
が
そ
の
実

績
と
成
果
は
？

答
弁　

経
済
効
果
は
、
一
定

出
て
い
る
と
い
う
認
識
で
す
。

　

観
光
産
業
は
、
御
浜
町
に

と
っ
て
必
要
な
事
業
、
粛
々
と

進
め
て
行
き
ま
す
。

質
問　

来
年
４
月
１
日
に
既

に
２
年
間
、
観
光
庁
に
派
遣
さ

れ
た
職
員
１
名
を
含
む
２
名
が

観
光
振
興
事
業
に
携
わ
る
そ
の

内
容
で
今
後
の
観
光
の
将
来
展

望
が
解
る
か
ら
具
体
的
な
役

割
、
業
務
内
容
を
明
確
に
示
し

て
く
だ
さ
い
。

答
弁　

派
遣
し
て
い
た
観
光

庁
か
ら
戻
れ
ば
企
画
課
の
観
光

部
署
に
配
属
し
、
当
面
は
勉
強

し
た
事
が
生
か
せ
る
部
署
で
仕

事
を
さ
せ
る
。

意
見　

２
年
間
観
光
庁
に
派

遣
さ
れ
戻
っ
た
２
名
の
職
員
が

今
後
、
御
浜
町
の
観
光
施
策
の

取
り
組
み
に
対
し
て
、
明
確
で

具
体
的
な
回
答
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

い
か
が
な
も
の
か
！

農
業
振
興
は
ア
ク
セ
ル
全
開
で
！　
　
　

観
光
振
興
は
ブ
レ
ー
キ
踏
ん
で
！　
　
　

み
か
ん
祭
り
は
中
止
し
な
い
で
！

　

御
浜
町
は
、
消
滅
可
能
性

自
治
体
。

　

柑
橘
の
衰
退
は
、
御
浜
町

の
衰
退
。

　
柑
橘
振
興
は
人
口
減
少
を

克
服
・
回
避
の
手
段
。

　

み
か
ん
の
生
産
量
・
出
荷

量
の
減
少
傾
向
で
、
需
要
に

対
す
る
供
給
不
足
が
続
く
中
、

み
か
ん
価
格
は
上
昇
傾
向
に

あ
る
。
日
農
平
均
価
格
は
、

こ
の
10
年
で
露
地
み
か
ん
は

５
割
高
に
な
っ
て
い
る
。

　

町
長
が
宣
言
し
て
い
る

「
み
か
ん
産
地
再
生
を
最
優

先
で
取
り
組
む
」
と
い
う
観

点
か
ら
も
近
隣
市
町
や
県
外

に
も「
み
か
ん
の
町
御
浜
町
」

を
大
き
く
Ｐ
Ｒ
す
る
「
み
か

ん
祭
り
」
を
中
止
に
す
る
べ

き
で
は
な
い
！

　
「
人
が
減
ら
な
い
町
」
の

実
現
が
難
し
い
、
ま
た
、
経

済
的
な
実
績
が
現
地
点
に
お

い
て
も
見
込
め
な
い
の
で
あ

れ
ば
多
額
の
予
算
と
多
数
の

職
員
を
要
す
る
観
光
産
業
推

進
に
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
！

髙岡　洋 議員

90

60

30

0

300

250

200

150
2014

（万ｔ）
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質
問　

現
在
、
利
用
さ
れ
て

い
な
い
町
有
地
の
今
後
の
利
活

用
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

答
弁　

町
が
保
有
し
て
い
る

土
地
は
約
３
４
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

あ
り
ま
す
。

　

町
有
地
に
は
、
公
共
的
に
利

用
す
る
行
政
財
産
と
そ
れ
以
外

の
普
通
財
産
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
行
政
財
産
が
約

41
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
普
通
財
産
が

約
２
６
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
山
林

を
含
め
約
３
０
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
活
用
可
能
な
主
な
普
通
財

産
と
し
て
、
阿
田
和
向
山
地
区

の
土
地
約
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
は

じ
め
、
町
内
に
い
く
つ
か
点
在

し
て
お
り
、
適
正
な
管
理
を
実

施
し
な
が
ら
、
状
況
に
応
じ
て

資
材
の
保
管
場
所
や
工
事
用
残

土
処
分
地
、
工
事
車
両
の
駐
車

場
な
ど
有
効
活
用
を
図
る
と
と

も
に
、
災
害
時
の
活
用
な
ど
将

来
を
見
据
え
て
保
有
し
て
い
ま

す
。

質
問　

阿
田
和
保
育
園
の
跡

地
や
小
中
学
校
統
廃
合
に
よ
る

跡
地
の
利
活
用
計
画
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

答
弁　

現
時
点
で
の
跡
地
の

利
活
用
に
つ
い
て
は
未
定
で
す

が
、
事
業
の
進
捗
を
見
な
が
ら

検
討
し
て
参
り
ま
す
。

質
問　

国
、
県
等
の
色
々
な

支
援
方
法
を
探
っ
て
い
た
だ

き
、
専
門
学
校
あ
る
い
は
農
業

学
校
等
の
誘
致
の
検
討
は
で
き

な
い
か
。

答
弁　

町
に
お
い
て
も
同
じ

考
え
方
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
土
木
技
術
や
農
業
技
術
な

ど
手
に
職
を
持
て
る
よ
う
な
学

校
が
で
き
な
い
か
県
の
方
に
お

願
い
し
た
経
緯
も
あ
り
、
こ
れ

か
ら
も
継
続
し
て
提
案
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問　

農
業
生
産
者
の
高
齢

化
や
労
働
不
足
と
い
っ
た
課
題

解
決
の
た
め
に
現
在
進
め
て
い

る
地
域
計
画
の
内
容
及
び
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
の
経
緯
と
計

画
樹
立
の
時
期
は
。

答
弁　

地
域
計
画
は
、
地
域

農
業
の
将
来
の
あ
り
方
を
明
確

に
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

将
来
地
域
の
農
地
を
誰
が
利
用

し
、
地
域
農
業
を
ど
の
よ
う
に

維
持
、
発
展
さ
せ
て
い
く
か
を

地
域
の
話
し
合
い
を
通
じ
て
策

定
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

事
業
は
、
令
和
５
年
度
か
ら

実
施
し
て
お
り
、
５
年
度
は
４

地
区
、
６
年
度
は
こ
れ
ま
で
３

地
区
と
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ

て
お
り
、
令
和
７
年
３
月
の
計

画
策
定
に
向
け
、
今
後
も
地
区

ご
と
に
実
施
し
て
い
く
予
定
で

あ
り
ま
す
。

質
問　

ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い

て
、
本
町
で
は
Ｊ
Ａ
や
三
重
大

学
が
取
り
組
ん
で
い
る
と
聞
く

が
、
現
在
の
進
捗
状
況
を
分
か

る
範
囲
で
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

答
弁　

ス
マ
ー
ト
農
業
は
、

Ｊ
Ａ
や
三
重
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ

令
和
元
年
度
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
は
、
県
や
鳥

羽
商
船
と
共
同
で
ド
ロ
ー
ン
で

の
防
除
な
ど
、
三
重
大
学
に
お

い
て
は
、
町
内
事
業
者
共
同
で

収
穫
採
果
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

質
問　

昨
年
度
の
獣
害
に
よ

る
農
作
物
等
へ
の
被
害
内
容
と

捕
獲
頭
数
の
傾
向
と
こ
れ
か
ら

の
対
策
の
考
え
方
は
。

答
弁　

被
害
内
容
は
、
猿
や

猪
に
よ
る
柑
橘
の
食
害
、
猪
に

よ
る
園
地
の
掘
り
起
し
、
鹿
に

よ
る
み
か
ん
の
若
木
の
食
害
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
捕
獲
頭
数

は
、
猿
１
１
９
頭
、
猪
２
７
５

頭
、
鹿
３
５
９
頭
、
ア
ラ
イ
グ

マ
等
中
型
獣
65
頭
の
計
８
１
８

頭
の
捕
獲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
有
地
の
利
活
用
と
こ
れ
か
ら
の

　
　
　
農
業
振
興
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

町
有
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
の
農
業
振
興
に
つ

い
て

南　州計 議員

一 般 質 問
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質
問　

長
年
小
学
校
で
行
わ

れ
て
き
た
本
の
読
み
聞
か
せ
の

活
動
が
昨
年
度
で
終
了
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
児
童
の
皆
さ
ん

か
ら
、
冊
子
や
手
紙
が
届
き
ま

し
た
。

　

朝
の
ほ
ん
の
少
し
の
時
間
の

こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
広
が
り

が
生
ま
れ
た
の
に
は
、
驚
か
さ

れ
ま
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
流

れ
は
、
切
ら
す
こ
と
な
く
続
け

て
い
け
た
ら
い
い
な
と
考
え
ま

す
。

　

生
涯
学
習
の
中
で
、
読
み
聞

か
せ
の
講
座
を
計
画
し
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

答
弁　

各
小
学
校
か
ら
の
読

み
聞
か
せ
を
ぜ
ひ
継
続
し
て
い

き
た
い
旨
の
お
話
が
あ
り
、
新

し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
立
ち
上
げ

の
支
援
を
し
た
。
ま
ず
は
、
活

動
の
様
子
を
、
広
報
す
る
こ
と

か
ら
始
め
、
ニ
ー
ズ
が
あ
る
よ

う
で
し
た
ら
、
講
習
会
も
検
討

し
て
い
く
。

質
問　

中
央
公
民
館
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
勉
強
し
や
す
い

よ
う
に
環
境
を
整
え
て
い
ま

す
。
各
地
区
公
民
館
の
一
室
に

ク
ー
ラ
ー
を
い
れ
て
子
ど
も
た

ち
の
学
習
ス
ペ
ー
ス
に
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
。

答
弁　

公
民
館
を
利
用
し
て

い
る
他
団
体
と
の
調
整
、
人
員

の
配
置
な
ど
課
題
や
検
討
す
べ

き
点
が
い
く
つ
か
あ
り
実
施
は

難
し
い
。

質
問　

町
内
の
児
童
公
園
の

数
と
整
備
点
検
の
現
状
。
子
ど

も
た
ち
が
元
気
よ
く
育
つ
の
を

応
援
し
て
い
る
町
な
ん
だ
よ
と

い
う
の
が
伝
わ
る
児
童
公
園
と

は
ど
ん
な
状
態
が
い
い
の
か
、

皆
で
考
え
る
機
会
を
作
る
こ
と

も
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

答
弁　

公
園
の
数
は
十
か
所
。

月
一
回
の
頻
度
で
職
員
が
点

検
。

　

遊
具
の
点
検
も
同
時
に
月
一

回
目
視
点
検
、
加
え
て
年
一
回

の
専
門
業
者
に
よ
る
点
検
を
実

施
。

質
問　

小
学
生
以
下
の
子
ど

も
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
購
入
す
る

時
、
補
助
金
を
出
せ
な
い
か
。

答
弁　

当
面
は
今
ま
で
ど
お

り
中
学
校
入
学
時
に
合
わ
せ
て

配
布
す
る
。
そ
れ
以
外
の
方
々

は
本
人
及
び
保
護
者
の
方
々

は
、
本
人
責
任
に
お
い
て
対
応

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

提
案　

な
ぜ
、
今
、
努
力
義

務
に
し
た
の
か
を
考
え
る
と
、

補
助
金
は
、
出
す
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
御
浜
町
の
未

来
を
支
え
る
子
ど
も
た
ち
を

守
っ
て
い
く
の
が
我
々
の
義
務

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

も
う
少
し
時
間
を
か
け
て
検

討
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
が
、

時
間
を
か
け
ず
に
早
く
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
　
　
御
浜
町
の
未
来
を
と
も
に
考
え
る

夏
休
み
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
に
つ

い
て

本
の
読
み
聞
か
せ
に
つ
い
て

宇城　公子 議員

一 般 質 問

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
時
の

補
助
金
に
つ
い
て

児
童
公
園
の
管
理
に
つ
い
て
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の皆さんと議会との懇談会」（テーマ「これからの町づくり」）で、参加者の皆さんからお寄せいただいたご意
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　懇談会で各会場からいただいたご意見は、御浜町地域活性化調査研究特別委員会（髙岡委員長・池上副委員
長）で取りまとめたものを「提言書」として大畑町長に提出しており、提言書に対する町執行部からの回答に
ついては、次回の「議会だより」にて報告させていただきます。
　御浜町議会では、この「懇談会」による地域住民の皆さんの声を聞かせていただく活動の他に、総務産業・
教育民生各常任委員会の活動においても、町内の施設や団体の方との意見交換もおこなっており、意見交換を
もとに、御浜町をより住み良い町、活気ある町にするべく、各議員が積極的に町執行部に対し提案をおこなっ
ています。
　また、同じ生活圏である両隣の熊野市・紀宝町との「熊野・南郡正副議長会」や、わたしが議長として参加
している「三重県町村議会議長会」では、地域や県内町村共通の課題について、国や三重県に対し「要望書」
を提出し、国・県に働きかけをおこなっています。
　昨年 12月議会より「議長」の職を拝命し、様々な広域会議や要望活動に参加するにつれ、その責任の重さ
をひしひしと感じているところでありますが、町議会同僚議員とも協力して、二元代表制の一翼を担う議会と
しての役割りをしっかりと果たして参りたいと存じており
ます。
　住民の皆さんに、より身近な議会となるべく、活動をお
こなっている町議会ではありますが、今、全国の地方議会
では、「議員のなり手不足」が大きな課題となっているこ
とが、「全国町村議会議長会」より報告されており、御浜
町議会議員選挙においても、前回は無投票により 10名の
議員が選出されています。
　来年 11月に迫った次期町議会議員選挙、「なり手不足」
の課題について、次回の「議会だより」で書かせていただ
きたく存じます。

〜議長のページ〜

※�定例会など本会議の模様
は、御浜町公式ホーム
ページ『議会録画中継』
でご覧いただけます。

～議会を傍聴してみませんか～
　本会議はどなたでも傍聴できます。傍聴席
は一般席が 18 席、車椅子で傍聴できるスペー
スが２台分あります。傍聴を希望される方は、
役場庁舎３階の傍聴受付で、住所・氏名を記
入のうえ入場してください。
（児童及び乳幼児を連れて傍聴する際には託児
所を設けますので、事前に議会事務局までご
連絡ください。）


